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 要  旨 
 
コヒーレンスホログラフィーは，ホログラムの再生光に空間的にインコヒーレントな光を用い， 
再生像がホログラムからの回折場のコヒーレンス関数として検出されるという特色を持つ新しい
ホログラフィー技術である. 
通常のホログラフィーで像再生に用いられる光波は波動方程式に従い，ホログラムからの回折
場の伝播は回折積分で記述され，円形開口からの遠方のフラウンフォーファー回折場はエアリー
ディスクと呼ばれる回折パターンを形成する. 一方， 空間的に離れた２点間の波動場の相関関
数を空間コヒーレンス関数と呼ぶが，これも光波と同じ波動方程式に従い，光源強度と空間コヒ
ーレンス関数の関係はヴァンシッター・ゼルニケの定理で記述される. 
このようにフラウンホーファー回折とヴァンシッター・ゼルニケの定理との間には数学的類似
性がある. コヒーレンスホログラフィーは「もし空間的インコヒーレント光源でホログラムを照
明すると,物体を空間コヒーレンス関数として像が再生されるのではないか？」という考えが出発
点になっている. 
コヒーレンスホログラフィーの再生像となるコヒーレンス関数は直接観測することはできな
い.観測するためには,干渉計を用いて干渉縞のコントラストとして検出する必要があり,その過程
において干渉計に位相シフトの機能を導入する必要がある. 
従来,研究室でおこなっていたサニャック共通光路干渉計を用いた実験では,コヒーレンス関数
を検出する手段として波長板の機械的回転により位相シフトを導入していた.しかしこの手法に
は,振動などの影響を受けやすい,計測に時間がかかる,などといった欠点があった． 
本研究の目的は,そのような機械的な手段による位相シフト機能の代わりに計算機ホログラム
自体に位相シフト機能を持たせる可能性を検討することにある.これにより機械的な可動部を必
要とせず,外部の影響を受けにくく，高速な計測を行なうことが可能になる. 
また,本研究では熱光源と光変調器からなる市販のプロジェクター使用することにより簡素な
システムでコヒーレンスホログラフィーを実現することを提案し,実験により実証する. 
 
